
Title 経済価値論管見 波多野鼎氏の近著「価値学説史」を読みて
Sub Title
Author 永田, 清

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1931

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.25, No.1 (1931. 1) ,p.102- 117 
JaLC DOI 10.14991/001.19310101-0102
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19310101-

0102

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


:

'

- 

4 

J

-'
玻
' 

v
o
I
f

.

,

'

®

多
野
鼎
氏
の.
近
著「

價
値
學
說
史

:
 

.

.

.

:

_ 

.

.

• 

: 

. : 

■ 

■_

■;
.

'

.:
■
. 

.

.
'
.
'(

.-.
 

•

;.
.

. :
.■

■
.

:

:永

：
：：

田

：

■

淸

：

は

新

刊

紹

介

肇
f,
於
i

し
I

の
でt

が
、
說
くl
i

t

も
波
多
野
氏
の
著
書
に
就
てS 

S

I

體
S

す
るS
t

併.
S
Y
i

气
姑
<
S
Q.
表
f

課
す
ミ
に
し
た
。8.

S
恕
を
乞m

?

.

ジ
ョ
ン
»

ス
チ
テ
ア
ァ
ト
0

ミ
ル
は
、

一

八
四
八
年其

.：

の
經
濟
學
原
理
の
初
版
に
於.
て
、「

價
値
の
法
則
^
關
ン
て
は 

雷
し
て
今
日
若
し
く
は
將
來
の
學
者
が
解
決
す
ベ
高
題
は
幸
化
し
て 

一A

存
せg

。

t

の
主
題
の
■
論
は
完
全 

で
あ
る
L

I

ぃ

W

公
言
し
て
居
る
。
乙
、
f

 
V

の
稱
し
て
完
全
i

す
價
値
論
が
生
產
费
說
た
る
I

は
無
論 

.

で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
斯
S

、
、
、
ダ

の

言

葉

ば

文

字

f

に
受
容
出
來g

。

蓋
し
生
産
費
說
其
れ
自
體
k

對
す
る
批
判 

は
姑
く
措
く
f

 
f

、

事

實

上

、
、
、
レ
ノ
以
後

S

る
價
値
論
究
は
跡
1

5

、
例
へ
ば
、
限
界
利
用
學
說
の
着 

爲

の

發

展

、'
勞
働
價
値
說
其
れ
自
身
の
深
化
奚
の
展
開
、
或
は
折
衷
學
說
S

I

元
論
的
歸
結
、
且
つ
又
、
 

近
時
^
:
於
る
價
値
論
放
棄
說
等
の
存
在
其
れ
自
體
が
明
ら
か
に
ミ
ル
の
自
負
を
裏
切
つ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
經
濟

然
ら
ば
，
斯
る「

價
値
觀
の
混
沛」

、
そ
の
昏
迷
ど
紛
糾
S

は
篇
ょ
ぅ
生
じ
た
る
か
。
學
說
史
的
■

、へ
ば
、

ス

意
義
笮
解
し
た 
n

f

U
I
1i
I

る
。

ス
ミ
ス.
並
^

ゾ
カ
ン
，ド
ォ
k.

從
ベ
ば
、「

前
者
ゆ
あ
る
特
定
物
の
效
用
?:
<
謂
a

表
し 
>

徵
者
は
其
物
の
所
有
に
由
：
 

て
収
得
す
る
他
貨
物
購
質
カ
を
意
味
す
る
。
然
る
^

、.
使
用
上
の
價
値
最
も
大
な
る
も
の
が
交
換
上
：の
價
値
5:
有
す 

る
こ
S

僅
少
若
し
く
は
皆
無
な
るM

ど
が
屢
t
で
あ
办
、
又
反
對
に
ぃ
、
交
瓶
上
の
偎
値
最
も
大
な
る
も
の
の
使
用
上 

の
價
«

ヵ
1:
少
な
る
カ
皆
無
な
.る
か
の
.̂
:̂

か
あ
る」

(

誅
ニ)

。

こ
'
の.1

價
#

の
二
，律
背
反」

は
、
併
し
乍
ら
、
.
ス
.
.
.
、
、
、
■
ス 

を
も
リ
カ
ア
ド
ォ
を
も
惱
爻
3

な
か
'
つ
だ
。
事
實
上
、
i

の
，乙
'VJ.

は
、「

價
値
な
る
倉
葉
が
^̂
^

す」

ど
做
す
>̂
;
の
^

は
、
何
等
の
疑
念
5:.
も
惹
き
起
5

な
$

か
ら
で
あ
る
0
餘-)

。

リ
カ
ア
ド
ォ
は
、t

の
二
律
背
反 

を
引
用
す
る
•
こ
e

k
由
ク
反
つ
て
へ
效
用
が
交
換
衡
値
の
尺
度
を
な
す
も
の
^

非
ず
し
て
眾
^
必
要
な
る
前
提
條
件 

を
構
成
す
る
^

ず
ぎg

w

考
へ
た
。「

效
用
は
交
換
價
値
に
ビ
つ
て
絕
對
的
^

欠
く
可
ら
ざ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、共 

の
^

度
で
は
な
い
。
若
し
も
一
貪
物
：̂

しy

、.
：如
何
^

しV

も
有
用
な
ら
ざ
る
：も
の
で
あ
つ
れ
：な
ら
ば
、
1

換
言 

す
れ
ば
、如
何
k

しV

も
吾
人
の
滿
足
^

寄
興
ず
る
乙
^

能
は
ざ.
ム
も.
の
ガ.
私
ヴ
た
«
:

ら
ば
>‘
、
：
：
そ
の
物
は
全
然 

交
換
價
値
を
欠
‘く

で

あ

ら

ぅ

。

，既

^

效
用
を
有
す
る
も
の
^

す
れ
ば
、
說
實
物.
の
，交
換
憤
値
は
.

一

ー
個
の
嚴
源
ょ
ム
生 

ず
る
。
即
ち
貨
物
の
稀
少
«'.

か
ら
匕
、

-i.
れ
を
取
得
せ
ん
が
爲
め
.̂

要
す
る
筹
働
量
か
ら
せ
で
あ
る
？
貨
物
の
中
ド 

は
、
：
：
：
其
稀
少
性
の
み
妃
由
て
其
價
«

の
決
定
せ
ら.
る
、
も
の
が
あ
る
。‘.
：

：
併
し
乍
ら
、
此
等
の
货
物
は
、
日 

々
市
場
化
交
換
せ
ら
る 
>
 貨
物
大
量
中
甚
尨
小
な
：る
4:
部

分

を

構

戍

：す

る

ド

»

,̂
&
^
^

遙
化
最
大
な
る
部
分
を
占
ひ
る
も
の
は
、
' 

〖

勞
；働
^

ょ.
つ
で
獲
#

せ
ら
免
、
も
の〔

で
あ
る
か
ら
、.
貨
物
?:
論
じ
、
其
交 

換
價
値
及
び
其
相
對
價
格
を.
支
|*
す
，る
諸.
法「

則
を_

ず
る
に
當
0

ゼ
は
夕
常
代
入
間
の
努
力
：k

ょ
：つ
て
其
數
量
を
增
，
 

し

得

べ

く

、

且

，つ

そ

.
の

生

產

；上
^

競

：靖0:
:
制

眩

：な<

作

用

す

：る

が

如

き

貨

物

：の
：み

を

意

味

す

る

も

，
の

で

：，あ
る
し

8

四
り0 

第.
二
十
五
卷■

C
1
Q
.

3

經
濟
谓

：

値
諭
^

尿
 

第
I
P.
 

1
0
E
:
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第
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.
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0 
四〕

紙
敗
重 S 
蛊

:-, 

號

：

ー
〇
四 

} 

(

:;

リ
ヵ
：ァ.
：ド
才
は
略
、 

;

_

考
^

を
認
し
％

输
#

周
到
な
6,
推
：敲
わ
»

身
ぃ
|

^
:

分
^

之
6

說_

せ
^

や

試

み

だ

」

げ

れ

^

免
 

.
れ
自
身
の
言
を
以
そ
處_

、
論

醫

«

,

靜_

^
^

.
八
月
十.
五
日
刚)

0】

筍
^
斯
ぅ
述
令
で
屏€
。：「

予
従»

下
:̂

纏
^
る
不
带
は'
.
、ぺ*
下
が
吾
人)

^̂

:

尺
度
を
與
ペ_

匕
主
亂
す
る
：I
f
e

ff
i;
，

'录
&:
此
權
利
主
强_

K:
紙
：与

:̂次
^̂̂̂

ー
は
成
就
し
:.
;
»

下
は
失
敗
じ
た̂

謂
ふ
0

や_

忿
ぐ
6

て.
？
€

^

の
原_

は
ク
勞
働
ど
利
潤
ビ.
^
歸
鳥
1:
夸
此
例
の»

同
^

關
：ず
，る_

»

梭
« ;
る
0. 

■同.
額
；の
；̂

が
#

ず
し.
も
同
量
.の 

勞

働

を

雇

侧

せ

营

の

現'狀
は
、
；ゾ

ヵ

不

ド%
^

k

ア
つ
て
は
' 

因
爾
な
^

^
.̂

5:
:

®:
供
す
：る
、^

の
^

あ
ゲ
ぐ
且
ダ
そ
の
*
自
體
が
價
値

ハ2
.
原
0
ど
見
て
宜
^:
で
$>
'

ら
-
5
0'
へ
5

'
,
:

-
■
.
:
 

こ'

./

..一

,

.

■.
.
 

■.
■
. 

.  

■

»

•
..
'
均
-
價
値
現
象
片_

値
を
認
：む4

.:

る
：、
酿
係
の#
在

系

必

要

で
I

。べ
即
■

修

ぞ

認

む

惠 

が
其
要
求
I

ず
S

る

ベ

备

性

を

脊

す4

體

患

：め

含
、_

-

^

,

:
求
を
充
た
ず
，己
ど
ど
：の
：問̂
#

箏
か
泠
意
義
に
於
て|
定
の_

礙
あ
る「

3

だ
5:
寒
す
ふ

僙
値
論
ば
斯
る
客
體
を
其
.硏
究
對
象
：
&
>

價
値
そ
以.
：て
：直
^
#_

嚴

^
做
6.
期
。'.
^̂

頭
せ.
る
限

界

蝥

論

者

は

、
：主■

の
I

的
解
剖
ょ

:-
•
ば
：免
換
偾
値
'
に
注

集

中

：じ
莽
膨.
雕
衝_

:.

る
：欠
陷
が#
す
る
々
：現
代
ゆ
限
界
效
批
說
ば
ブ
紫
人
泠
幸
臟
ゝ
ぐ
敗
賢
も
の
關
鞭
^̂

他
人
ギ
の
.交
振
關
係R
於
て_

る
憲
：要
も
欢
ゲ
歡
を
：
0._

實
&
0 .
不
ず
^
、'_

V

ネ.
サ
ン
ス
は
» .
&,
さ
れ
た
の
で
あ
るS
七3
。.
斯
く
て
：使
用
價
値
は
限
界
の'槪
念
^
結
合
し
.て
價
値
論
上
化
新
し
き 

地
位
を
確
保
し
介
。
然
し
？
乙
の
：限
界
效
用
說
は
プ
«1
:,
會

瑰

象

，
を

し

，で

の

交

換

便

値

の

滕

因

論

的

說

：明

た

ら

ん

：
ミ 

.

る
ど
&
、'
大
な
る_

難
に
遭
遇
す*
で
あ
ら
ぅ
。〉

/ ;〉

.
ぐ

':
〃
尤
も
、’
ミ
の
饺
値
論
は
斯
る
囷
雛
を
宽
服
す
；る
爲
め
^

近
時
特
：殊
の«

展
を
經
つ
、
あ
る
。

:'
'
ミ
の
：展
開
せ
相
並
ん 

, 

で
、.
，：又
主
觀
論
ど
客
觀
論
：？
の
抓
丧
が
試
み
ら
れ
扠
。

.

マ
I

V

ァ
ル
が
價
値
論
ば'そ
^

一M

で
あ
る
。
效
用
ビ
費
用

.
€
そ.
の
孰
れ
が
果
し
.て
價
値
を
支
配
ず
る
か
き
の
問̂
對
し
て
へ.
彼
れ.
は
其
の
孰
れ
‘
^

の
で
な
い
：事
を
示
す
爲
め̂

、
此
一1

者
を
鋏&

双
双
に
喩
乞
た
。：4
便
値
が
敦
用
ぼ
ょ..0セ
支
配
^
れ
る
か
生
産
費
に 

ょ
つ
て
：支
配
さ
れa:
か
? :
論
ず
る
ぱ
、
欽
の:̂
'

M

が
紙
? :-
歡
る.
か
下
见
が
歡.
る
か
^ :
論
ず
5 :.
^
等
し
か
?>
:
:5
0狗
に 

1

方
0:
见
を
» :.
か
寒
ず
じ
て.
截
斷
2:
;
:行
り
^
« '
合

、
ン
ぞ
办
：藏

斷

ぼ

他

方

の

：
见

に

：
ょ

つ

て

な

^
れ
た
ど
不
用
意
^
言
ひ 

'
放
つ
て
少
し
も
差
支
な̂

、.
併
し
乙
の
言
葉
ば
巖
密
_
敗
斤
 

嚴
密
な
る
科 

學
的
說
明
に
は»
ず
之
ど
が
出
來
ぎ
い0:-
^'
お
表」

餘
八
^
''
;

:警
.
じ
<'
、)

^
 ̂

價
値
論 

は
*
に
：

T

元
的
明
確
性
の
喪
失̂

鰺

 ̂

.

'.
.
斯
る
紛
糾.
は

他

憂

値_

無
用
：說
を€

ひ
^
_

0:

坦
マ
輕
» .
靈

に

於

：今 

.'
力
'ッ
セA

の
如
き
は
.呖
ら
がR:
價
■

輝
の
藥
理.
的
儐
_

を
ぎ
笟
1"
;
る
#
吃

第 rr  
十
盆
卷.

C
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五 
V 
綠 

S
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；o
B:
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i
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•
第.
ニ
十
五
卜卷

(

！0
六)

經
濟
價
敗
論
管
見 

银
1
键「 

一2

、

値
論
が
雛
解
な
る
の
：故
^

之
れ.
を
雄
避
ず
る
も
の
で
は
な
：
S
°.
M

濟
學
上
價
値
論
を
說
.く

乙

€:
ば
、.

論
理
上
不
可
能
、

な
こ
^
で
あ
つ
て
、「

價
値
の
唯
一...原
：因
を
說
ぐ
乙
^

自
體
が
、
：經
濟
現
象
^
_

す
る
無
：知
を
暴
露
す
る
：こ
ど
以
外
の.

.
何
物
で
も
な
い
J

§
 

8

士

謂

ふ
0

で
あ
る
o
.
ン

姑
ら
く
價
値
論
無
用
說
^

其
の
ま
、
，認
蓉
す
る
？
し
で
，も
、
儐
値
の
規
定
2:
俟
ず
し
^

如
何
^

價
格
を
、
又
諸
分 

配
槪
念
を
說
明
す
'る
か
の
問
題
は
殘
る
：で
か
ら
ぅ
。
況
ん
や
^̂

は
、
從
來
の
諸
價
値
學
說
R

對
す
る
充
分
な
る
理
解
を
必
要
^

す
る
，
。

,.,

ノ
斯
く
し
て
、
價
値
論
は
.、
肯
定
的
意
義
に
於
で
も
否
定
邮
意
義
に
於
て
も
，
侬
然V」

し
て
理
論
經
濟
學
の
中
心
問 

題
で
あ
る
。
價
値
決
定
の
原
理
は
、
經
濟
事
象
の
本
質
的
統
：

一

的
把
握
を
可
能
'̂

ら
し
め
る
。
.
乙
れ
、
經
濟
學
が
慎 

値
論
を
樞
軸
ど
し
て
展
開
し
來
れ
る
所
以
で
あ
る
？ 

7

.

こ
の
故
に
、
吾
が
理
論
經
濟
學
界
に
於
て
も
、
近
時
、
價
値
論
に.
關
す
る
幾
多
の
カ
作
が
著
3

れ
た
。
今
假
6
R 

著
書
出
版
年
月
順
を
以
て
其.
の
主
な
る
も
の
を
列
擧
す
れ
ば
、
森
耕
二
郞
氏「

ジ
カ
ア
ド
阍
値
論
の
研
究」

、
堀
經
夫 

氏「

リ
カ
ア
ド
ウ
の
價
値
論
及
び
其
の
批
判
史」

、
小
泉
信
三
氏「

リ
カ
ア
ド
ォ
研
究」

及
び「

リ
カ
ア
ド
ォ『

經
濟
及
租 

税
原
論』

C

經
濟
學
古
典
叢
書)

解

題」

、
"
高

田

保

馬

氏

「

經

濟

學

新

講
K

第
二
卷
、
價
格
の
：理
論)

、
波
多
野
鼎
氏「

僙
.

r 

値
學
說
史」

全
三
卷
等
が
あ
る
。 

V:

'
森
敎
授
の
前
揭
書
に
就
て
は
、
本
誌
二
十
卷
三
號
^

內
容
：全
般
に
宜
：る.
精
緻
な
紹
介
が
あ
る
か
ら
、
W

び
茲
R

繰 

6

返
3

ぬ
が
、
該

書

は「

先
進
學
者
ゆ
研
究
の
綿
密
な
る
涉
獵
に
*

づ
き
、
，
而
か
も
其
間
幾
多
の
獨
創
的
な
る
ェ
風

價
値
論
硏
究
の
發
足
^
當
つ
て
先
づ
ソ
力
ァ

ド
ォ
を
其
對
象
ビ
せ
ら
れ
た
の
は
當
を
得V

居
る
。「

リ
力
ァ
ド
ォ
は 

其
賈
値
論
を
以
て
單
^
商
品
交
換
の
原
理
た
ら
し
む
る
^

^
义
爻
ら
.ず
、
經
濟
現
象
を
本
質
的
^
規

定

す

る

^

こ

ろ 

の
甚
本
的
關
係
の
解
明
の
指
襻
原
理
^
.̂

し
、
外
見
的
諸
蓮
動
^
事
實
的
諸
運
動
f
の
衝
突
矛
盾
は
如
何
に
相
關
聯 

す
る
炉
を
：闡
明
せ
んw

し
、
以
て
實
踐
的
に
し
て
科
學
的
な
る
彼
れ
の
.經
濟
學
を
樹
立
し
た
る
乙
.ど
は
、
洵
R
«
濟 

科
學
に
於
け
る
睃
れ
め
俸
大
な
る
歷
史
的
功
績
で
ぁ
る
ぜ
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
彼
れ
は
ネ
九
世
紀
の
最
も
影
響
多 

き
經
濟
學
者
で
あ
ぅ
、」

從
つ
て
、「

吾
人
の
學
問
領
域
^
於
け
る
課
題
は
他
の
も
の
を
以
'て
彼
れ
に
代
ら
し
め
名
^̂
 ̂

e
ょ
な
く
て
、
彼
れ
の
思
©
を
理
解
し
、
之
を
大
.成

す

る

：
こ

ミ
1_
だ

が
ら
で
あ
る
f
i 
一
 

C. 
'森
敎
按
は
乙
の
硏
究
R 

於
て
結
局
欠
の
如
き
結
論
に
到
達
し
て
居
ら
れ
る「「

私
は
、
..彼
れ
の
修
1£
$>
る
^

€
レ
て
勞
動
價
値
論
ビ
し
て
殘
グ
、
そ.
の
#

礎
に
於
て.
そ
れ
1;
ヶ
離
る 
>
 之
ビ
が
出

，
來
な
か
つ.
た
ど
思
ふ
ビ
同
時
に
、
 

乙
の
ニ
つ
へ
の
相
矛
盾
せ
る
態
度
5:
';
彼
リ.
ヵ
ァ
；ド
ォ
^

於
て
見
敗
^

レ
ば
こ
の
彼
れ_

勞
働
價
姐
論
亿
對
す
3

暖_

^

ぞ
態
度
は
1
"
體
何
を
意
嫩
ず
を
が
、
义
々
ァ
ド
ォ
が
斯
樣
に
彼
れ 

の
勞
働
價
攛
奪
の
不
十
分
な
厶
乙
^

を
歡
^

^
だ
ず
ん
歡
庶
气
ぞ
れ
^

の
ニ
つ
の
態
度

 

を
S

つ
た
の
は
、M

の
態
度
を
裏
づ
け
る
矛
盾
の
現
象
を
ょ
ぐ
見
得
た
に
ょ
る
先
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
：ば
リ
カ
.ァ
ド 

ォ
：の
功
續
で
ぁ
る
忙
拘
ら
ず
？
彼
れ
は
1

の

矛

盾

の

現

象
.5
:
;
矛
麼
^

現
象
^

^

て
即
ち
資
^

^

生
產
方
法
の
必
然 

的
1

象
ど
し.
て
見
、
^

ぅ
し
で.
そ
れ
を
被
れ
の
價
値
論
.か
ら
38
:
.
明
す
る
こ
^
を
爲
あ
ず
、.
も

れ
？:
彼

れ

の

價

値

論

の
 

矛
盾
ビ
し
て
遂
に
そ
れ
に
て
種
の
修
疋
を
加
">
る
紀
至
づ
だ
も
の
で
ぁ
る
し
ミ.(

該
書
五
〇
六
1

八
貢
參
看)

。
ミ
の 

解
釋
は.
無
論
マ
^

ク
ス
の
リ
^

广
ド
ォ
批
判
?̂:
:

^
^

第
二
十
五
卷：

(
1
0

七)

,

經
濟.
價
啦
論
管.
見.
" 

第
一
敏
' 

一0
七



第
l
'i
律

r (

t
〇
d
 

觀

齔

_

見

. 

破

f

鹚

:-
'

'

B
:
 

く
ノ
一
立

パ
'

.

I

論

の

事

並

：屋

i

,

i

_

_

動

-

, 
i

 

.
t
t, ,
1.
' 

.

. 

一
多
る
I

I

つ
；I

l

f

蓋
し
一
、
養

.«■
背
^̂
^
^

篇
は
单
^

待
肩
貨
物
？_

の
燊
衡
*

が
翁
値
及
，び
^

^

贿

轰

^

‘

,,
'
ヵ
：；ァ
|

!

響

|

-

解_

_

_

^

^

^

る.
皇

づ
S

ぼ
.
、':
彼
■

與
S
 

も
の
嗔_

が

簾

：
は

零

_

:

‘

資

本

主

義

迸

•

:

會
の
進
步
：晶

I

-

願

著

霞

る

褒

謹

'

®

て
#

t

f

即
S

-K
t

l

賢
本
S

し
て
計
^

3

る
、
矛
漼.
の
率
が
：益
'
'

^
均
し.
て
來
：；る
ミ
い
^

事
實
0;
認
識
で
あ
¥
>
:

而

：し

て

？

の. 
一.
I

f

 
S

I

看

做

しS

る
I

、
：一
勞
^

の

修
f

證

明

す

るI

で

は
f

セ

、
#

傭

債

値

癸

賃

變

動S

響

を.
說

明

ず

る

も

の

..
で
|

&

雲

：七‘

4

 

ばi
K

V

ク

スi

t
 

價
値
說
の

震

若
で
あ
る
0::

蓋

し

锻S

ジ

力k

I
:

の

學

說

理

解̂

し

か
i

當

な

る

論
.
f

以
セ 

こ

れ

：羞

腐

せ

し

め

2

ら

：でf

。

而

，
し

て

彼

れ

：
靈

鏡

の

中

最

美

:̂
る
：|
:
は
、：

勞
働
偾
底
ょ
ら
生
産W

格 

ベ
e>「

轉
化」

を
論
じ
て
、
リ
力
ァ
ド
ゥ
を
：眞̂

惱
5

た
'
所

の«
»
を
解
決
し
た
：乙
I

あ
る」

f

五
七
七
頁

a

 

- 

- 

- 
.

.

•

.

.

■

一
,v'

i
l
l
l
l
l
l
i

s

i
f
l
i
i
i
i
i
i
l
l
i
l
l
i
l
i

^
^

此
等
の
，解
釋w

IE
R

好

對

照

の

地

位

を

ミ

る

も

：の

k.

我
小
衆
敎
授
：の「

タ
力
：ア
ド
ォ
研
究」

が
あ
る
。.
こ
の
*

の
出 

版
は
稍
< 
前
一
ー
著
ド
遲
れ
て
居
る
。
然
し
、
を
の
例
言
に
あ.
る
如
く
、：「

リ
ヵ
ア
ド
ォ
の
價
値
論」

の
章
.は
旣
に
本
誌 

十
六
卷
ニ
號
ょ
々
九
號
迄
の
間
に
發
表
せ
ら
れ
允
も
の
ヤ
あ
ジ
、:
我
國
^
於
る
リ
ー
カ
ア
ド
ォ
價
値
論
に
關
ず
る
最
大 

の
力
作
で
あ
る
。
：敎
授
の
：

「

妍
究J

は
デ
ィ
i
 V

'-.
?
フ
ン
：ダ
ア
R

比
肩
す
ベ
く
、

は
文
リ
ヵ
ア
ド
ォ
硏
究
者
ド
€ 

C
V

て
：マ
ルV

ス
，の「

佘_

價
値
學
說
史J

?

共
枕
^

び
^

以
上
の
著
書
は
皆
タ
カ
ア
ド
ォ
；の
債
値
論
を
：中
心
ミ
す

「

る
學
說
史
的
研
究
で
，あ
る$

學
新
講」

第
二
卷
ば
、之
れ
等
ぜ
異
つ」

て
：、價
値
、
價
格
璉
論
：の
：平
面
的
基
本
的
硏
究
で
あ
る
：。
：私
は
現
在
我
が
：學
界
R 

於
け
る
最
大
の
原
論
書
た
：る「

新
講」

全
卷..£'
兀

成

を

俟

：
つ

(

ヤ
爸
の
全
般
に
亘
：る
紹
介
を
試
み
度
い
ミ
思
ふ
か
ら
>
玆 

^

こ
の
卷
め
內
容
代
及
>

^

介
を
：3

じ_
.

へ
；る_
で
あ
.ら
ぅ
;0
唯

龙

傅

士

：
が

.

.
ー

般 

ら
れ
る
論
據
に
就.
て
は
充
分
1

爾
者
め
'注

意

を

、
促

彡

胗

ば

：
な

：ら

2

:)
'
°
私

は

、'§?
^

本

誌

上

化̂

S
4
S

浓
龙.
ぼ
述
：ベ
'た

龜

東

交

換

形

式

を

中

心

て

經

濟

瑰

象
-̂
分
析
す

し

て

其

は

最:̂
糈

，確

攻

る

篇

要

#

給
$

法_

で

あ.
：る

於

ら

、
：
嚴

：密

な

る

：
意

義

^

於

.-
5

«

値

：本

質

論

ミ

は

な

ら

な

く

な

：： 

る
，；で

あ

ら

，

r
v
?

思

ふ

：。
ヾ
素
ょ

6

儐
値
論
は
：社
會
的
な
名
價
格
現
象
：の
因
果
論
的
説
明
S

な
‘
6
得
る
意
味
に
於
て
甫
め 

て
存
在
め
理
由
を
;4
ウ
：も.
，の̂

あ

：
る
：ザ

從

癸

て

傕

格

_

象
を
社
會
：的
綜
#

現
奪
-

^

方

法

を

：避

け

.
：
て

價

格

生

成

の

翁

®
週
程
を
：薩

的
^
#«-
A.
、
：
：
且
.
0
價
値
其
れ
自
體
：の
現
象
的
分
析
に
由
て
其
の
生 

成

を

充

分

に

錄

观

し

得

る

ヒ

，
做

す

：
も

め

.
麻
は
い
横
格
論
ば.
不
必«

で
：あ

尤
1

.Y
:
.̂
x
0
,
, 

凾
數
a.
る
時
、
：共
¥
の
：1/々

：の
戰
は^
0
&
幾
妃
：曲
そ«
^
ら
^
る
進
行
の«

迦
5:
'
繁
す
0
へ

之

れ

を

示

す
‘も
の
が
即
：

•

笫
：

i:i

十
宄
卷-'

C
IO

九y

k
濟
懷
御
論
置
：
 

.

2

等
'
 

一
〇
九



.

■
五#
 

(

1

5〕

.經
濟
名
論
魯
凫 

第
一
披 

一
一0,

ち
微
分
係
數
で
あ
つて
、

其
は
Y
な

る

變
敷
の
生
威
發M -
::の
：
原

：理

を

次

.
：
の®
*
を
用
a
.て
規
定
す
る
も
の
に
外
な
ら 

な
い
'0
凾
數.
の
：表
す
變
擻¥:
の
進
行
の
理
由
は.
、
其
の
個
々
の
點̂

於
る
進
行
'の
方
法
を
，̂1.
に
由
$
表
3
し
め
る
0 

變
擻
Y
は
微
，分
係
* :._
.
の.
示
才
生
難
の
原_
理.
を
荷
ふ«

位

-0
«
合
^
由
'て
生
成
せ
ら
れ
る̂

3
0 

こ
の
'故
に

、

词

時

餉

決

定

の

凾

數

論

蒸

定

を

核

心

毐

る

：
，
一
：
般

：
均

衡

、

e
i l
l
論
S
所
謂
繼
續
的
因
果
論
、

v

し
て
の
.價 

値
論H

辟
兩
立
し
雛
き
も
の
：芩«
る
：で•あ
ち
うo 
'、
ぐ

以
上
：の
諸
#

：は
皆
價
«

論

研

究

者

の

必

ず

逸

す

，べ
，
か

ち

ざ

名

:*
作

で

あ

る

が

、
51
^

之

れ

等

の

文

献

^

波

多

野

敎
 

授.
の「

價

値

學

說

史L-
全

兰

卷

が

加

：
へ

も

れ

'
た
。
：
敎
授
の「

價
§

戠
順
禮
I-
は

、
.
：
.
第

三

卷

折

衷

學

派

め

價

直

學

說

の

完
 

.

成
に
ょ
つ
て
フ「

略
，
一
つ.
.
の
重
要
：な
.
コ；：；̂,
.

ス
を.
終
^
得
た
し
や
う
で
あ

:第
'!
.卷
は
正
銃
學
派
：の
價
値
學
說
研
究
で
あ
つ
てr  

:、ス
ミ
^

「

ソ
力
ァ
ド
及
び
一
マ
ル
ナ
ス
卩
ミ
ル
の
三
章
に
分
た 

れ
て
居
5
。
然
し
、
頁
數
を
費
す
'こ
ビ
の
最
名
大
な
る
黙
か
ら
看
；て
ノ
又
論
述
の
最
务
精
彩
^
富

め

る

Z
ビ
か
ら
謂 

つ
て；

生
力
を
注
が
れ
の
.は
第
一
一
章
リ
力
ァ
ド
の
.價
値
.學
說
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
そ
う
な
ら
ざ
る
?:
得
な
い
理
由
が 

あ
.る
。
‘素
ょ
立
ミ
ス
の
價
値
論
社
^
自
體
»
^
の

.«
値
を
#
す
る
。
^

へ
_线
ス
ミ
ス
が
社
會
發
達
の
段
階
を
、
 

資
本
の
蓄
積
並
に
土
地
め
古
有
未
だ
行
は
れ
ざ
る
.初
期
草
味
の
社
會
ミ
-̂
の
旣
^
行
は
れ
た
る
後
の
社
會
s
k
分
ち
、
 

\
そ
れ
^
應
じ
て
ー
|
元
の
價
値
法
則
を
樹
て
た
る
意
味
、
:#
*p
て
生
ず
る
ス
ミ
ス
價
値
說
R
.
於
る
：眞
意
の
R
味
、
或
は 

S

價
値
論
ど
地
代
論
S

矛
盾
の
指
摘
等
.は
ス
ミ
：
ス
.價
値
論
の
解
釋
ミ
.し

皇

要

I

も
？

ス
ミ
ス
の
半
途
彷
徨
は
リ
ヵ
へ
ァ
ド
ォ
k

ょ
つ
、て
一
独
®

理
：せ
&

れ
たo

,
即
ち
價
値
學
說
史
上
か
ら
謂.
へ
：ば
、：
ス
ミ
ス 

.«
値
^

は
タ
力
ア.
ド
オ
^

於
：る
そ
の
姐
索
の
出
發
»

^

な
：：っ
^

.̂
謂
^

意
味
^

於
1:
0

み
最
も
:̂

な
る
存
在
の
：理
由

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

マ
ル
少
ス
K

至C
V
V

は
、
假
化
ド.
.
.ク
ィ
シ.
；シ

ィ

の

：
痛

擊

を

受

容

せ

ず

ビ

す

る

％

"
其

の

支
 

配
勞
働.
說
は
ス-

、
、
，メ
.
の
文
明
社
會
に
於
る
價
値
法
則
を
填
(.
猶
承.
し
^
5'
^

す
ぎ
ず
"

特
^

シ
-
フ
ォ
ア
、.
ジ
ョ
ン
•
ス 

チ
ュ
ア
ア
ト
•

、、、
ル
は
?
ジ

カ
ア
ド
ォ
の
時
間
な
る
要
素
を
，ょ
ゥ
明
瞭
な
る
言
辭
を
用
ひ
て
之
を
現
し
、
街
然
愤
格
の 

說
明
?:
益
い
生
産
*

說
へ.
轉
向
せ
し
め
た
に
す
ぎS

.

ど

謂

ふ

：
ベ

き

で

：あ

ら

$

.°
斯
く
し
て
、
i

の
第
三
卷
は
結
局
、
 

'
小
泉
、'
堀
、.

森
諸
敎
授
の
硏
究
ビ
向1

問
題
を
對
象
^
す
る
點
に
於
て
特
殊
の
興
味
を
惹
く
の
で
あ
る
。

先
づ
問
題
^
な
る
の
は
ヲ
カ
ア
ド
オ̂

於
け
る
價
値
槪
念0
意
味
で
あ
る
0
デ
ィ
t
ル
は
リ
カ
ア
ド
ォk
於
る
眞 

，
の
價
直
概
念
が
相
對
價
値
な
る
所
以? :
次
：の
如
く
說
く
一
^
リ
力
ア
ド
ォ
の
語
法
嚴
密
な
ら
ざ
る
爲
め
、
多
く
の
不 

明
瞭
を
招
い
て®
る> 
然
し-:

其
の
：解
釋
^
就
て
は
何
等
の
疑
が
な
い
。
彼
れ
が

「

眞
實
價
値」

或
は「

不
變
價
値」
を 

論
ず.
る
揚
合
も
、.
彼
れ
：の
價
値
槪
念
は
常̂「

相
對
價
値.」

の
意
味
で
あ
る‘.。
即
ち
财
貨
<
が
他
の
財
貨
ど
此
較
し
て 

.
幾
許
の
價
値
を
示
す.
か
を
說
明
せ
ん^」

欲
し
た
の
で
あ
つ
て
、
み
が
其
れ
自
體
幾
許
の
價
値
を
表
現
じ
、
若
し
く
は 

含
有
す
る
：か
を
說
明
せ
ん€
し
た.の

， .

で

は

な

：
い

」

バ

註5)  

:  
v
v°
小
泉
敎
授
：の
解
釋
は
デ
ィ
ー
グ
の
斯
る
說
明
化
反 

す
る
。
日
ぐ.
1

「

固
ょ
：々

タ
カ
ア
ド
ォ■の
詳
論
ず
：る^
/
^
ろ

：
が

相

對

價

値

^
在

つ.
て.
、

絕

：
對

價

値

で

：
な

;̂
つ
‘た

Z 

W
.

は
勿
論
：で
あ
る
が
、:.併
し
絕.
對
價
値
の
觀
念
が.
：全
然
彼
れ
の1念
頭

^
.
存

す

る

こ

V
J

な
か
み
し
を
斷
言
す
る
は
稍< 

過
ぎ.
た
る
を
覺
ぇ
る
。：
上
：記
の
引
用
句
に
照
し
：て
、
锻
S

相

對

價

値

論

の

；：
底

S

々

茫

漠

霉

ー

種

：
の
.
絕

對

價

値
 

，.論
が
あ
つ
た
も
の
ぜ
解
す
る
ば
決
し̂
不
當
ビ
評
す
べ
袅
で
な
：い
；
0:
た
ズ
絕
對
價
値
を
論
じ
て
、

一%
量
勞
働
：の
體 

現
せ
ら
れ
た
貨
物
は
、
其
自
體
單
獨̂
1
定
額
の
價
値
を
有
す
ミ
主
張
せ
ん
が
爲
.め
紀
は
へ
先
づ
異
種
の
勞
働
を
一 

の
標&

勞
働
R
約
元
しV

、
仑
の
，

1

定
量
を
以
て
直
ち̂.
:ブ

定
額
の
：價
値
を
生
み»

は
含
む
％
0v

な
さ
ね
ば
衣
ら

锒
1
ー
十
五
卷(

ニ

1〕

經
濟
價
植
餘
管
見 

笫1
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一

一
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一
號
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一
二
，

プ
ガ
ア
I

は
輕
|

遺

題

办

表

商
1

れ
|

過

海

：奢

す
る
3£
礎
を
得
：£

尤
終
タ/2
贫_

ぶ
ぺ
|
で
あ
る
し|

|
-'
'
'ビ

3

 ̂

.

.

孓
の
點
^
關
す
，る
波
多»
敎
狻.
め
結
論
を
兹
妃.
摘
記
ず
れ
ば
斯
ぅ̂

あ
^
。「

相
對
惯
値
め
究
明
を
も
の
課
踅
ビ
す
.

る
■リ
ブ
T.
.
I
は

：.
當

然

に

，
.
.
：
、
眞

實

價

.
»'
の

究

明

に̂

で
：進
ー
^

^
妖

れ

：ぼ

な:;
?>
2
、
‘

し
て
眞
實
贾
被
を
，究
明

せ/1
$
 

す

れ

ば

、

；異

質

勞

働

i

質
化
を
；|

ね

ば

敁

ら
.
叫
。
ノ
け̂

 ̂

-  

不
可
能
で
あ
っ
た
。’
そ

?:
'
'で
‘彼
れ
は
異
質
勞
儆
め.
問
題
が.
迫
‘ぅ
：來
{
る
ぜ
箸
^

ば

、.
自
己
の.
課
題
が
相
對
價
値
^

.布
る 

i
.

を
宣
明
す
る
|

^

|

て_

關
を
避
0-
る
。
；け
れ
€

相
對
價
値
ば
眞
實
價
値
の
2

現
に
外
な 

彼
れ
M

實
價
¥
.

考
察
圏
外
^

驅
逐
す
る
之
ど
を
宣
言
し.
な
が
&
:

も
、.
常
ほ
そ
れ
を
前
提
^

し
、
^

爾
か
せ
ざ
る..
を

得

な

き.
■.
で
あ.
る」
：

(

該
書
ー
b

六
賞 >

.

气

の
漠
然
性
を
最
初̂

指
摘
せ.
る
者
は
ナ
：

ミ
：：

チ.V
:,:

ベ-

而
し
亡
勞
働
の
價
値
な̂

分
^

こ 

就

て

は

、

，
菩

人

..
は
之
を
マ
：>-
ク
：
ス
：纪

學

ば

ね

，ば

：̂̂̂̂̂ 

-

次
R
ッ
力
ア
ト
オ
k
於
け
る
勞
‘働
價

値

說

：

.
の「

修

疋J
な

る

問

題

が

あ

る

、
，
：
波

多

野

敎

授

k
從
へ.
ば
、

「

リ
カ
.ア

ド

す 

は
勞
働
價
値
i

然
慎
格.

I
明
確.S
.

別

し

て

：
把

持

す

る

I

が
出
來
|

づ
た」 (

該«
;

四

七

頁

)

ビ

の

差

異

は
：

「

個

別

利

潤

暮

均

利

潤I

費

で

あ

る

。
：
愚

蒙

は
I

的
k
s
 

ね
ば
f
g

。
然
る
t

力,
ア
ド
はM

れ
：|

確
に
す
る
泰
が
出
來

解
部
分
で
あ
る
愚
見
地
は
徹
底
し
え
ず
し
：て
、
市
場
提
供
k
'
.
要
す
る
時
間
の
：長
短|

じ
てg

常
さ
れ
，2
 
3

 

乘
し
を
も
へ
分
把
音
分
ど
し
て
の
利
轉
ざ
同
—
視
^
て

lliiliii

^̂

ii
f
K
iii
8
iiii

B
iiii

B
lliii

p„
llll
s
lll

p
lill

^̂

る
I

が
出
來
ず
、
從
つ
て1

、
！
そ
の
價
値
法
則
修
正
論
の
意
義
を
的
確
，に
把
；振
し
て
：こ
れ
を
發
展
せ
し
め
る
乙 

S
が
出
來
な
か
っ
た
の
で
あ
る

J
.(

該

書一

四
八—

九
頁)

。
無
論
t
の
，解
釋
は
新
奇
な
も
の
せ
ば
謂
へ
ぬ
し
、
且
っ
.

そ
の
顧
値
態
*

も
委
肋
を
！

i
.

し
た
^

の
^

謂
べ
ぬ
。
蓋
しt

の
：間
題
は
常
然
マ
；ル
ク

A
:

の
勞
働
價
値
其
自
體
の
分
析 

解
明
ど
結
び
つ
け.
て
.論
せ
ら
る
べS

だ
か
ら
で
'
あ
る
。
然
し
こ
の
問
題
をブ
力
ア
ド
オ
に
於
け
る
生
產
費
な
る
槪
念 

の
漠
然
性
及
び 
> 
分
酣
配
論
士
の
諸
槪
念
ビ
の
連
繫̂
於
て.
.
1:
層
明
確
^
解
か
れ
た
る
は
示
唆
^
富
む
劣
の
ど
謂
は 

ね
ば
な
ら

2
。

惟

右

、
商
品
價
値
の
分
析
は
老
る
交
換
上
の
形
式
か
ら
み
說
さ
得
る
も
の
に
非
ず
し
て
、
當 

然

、
生
產
並
に
.分

配

の

諸

蕾

ミ

結

び

っ

か

ね

ば
l

g

か
&

で
あ
る
。
：；

ソ
力
ア
ド
ォ
の
俏
値
論
を
以
上
の
如
く
解
釋
す
れ
ぱ
、

.
、'、
ダ
め
價
値
論
化
對
す
る
次
の
如
&
批
判
は
常
然
生
起
し 

來
る
ネ.
の
で
あ
る
。「

Bg
ロ
叩
の
價
値
は
賃
鈸
ど
利
潤
ヒ
を
令
の
肉
.
容
ミ
す.
る
生
；產

费

o
 ̂

厕
者
の
機
械
的
な
合
訐
で
あ
る
。
；：然
し
他
方$:
い
；て
？
勞
働
の
费
用
ミ
利
潤
ビ
は
有
機
的
關
係
を
保
^
。
商
品«

.
値

は一

個
の
有
機
的
全
體
で：

あ

へ
''
利
潤
：！
勞
働
の
費
用̂

は
^
の
奋
M
部
分
：
.
で
あ
る
。
^
れ
な
ら
ば
、
：先
づ
商
品 

のr
値
が
與
へ
&
れ
ね
ば
次
ら
ぬ
で
は
な
い
か
。Z

!>
に
吾
々
は
ス
ミ
ス
に
あ
け
る
困
惑
說̂
再

會

すs !」 (

該
*
^

ニ
九
頁〕

へ

で

m
ll

卷

は.
塊

國

學

派

の

，價

値

學

說

で

あ

A.
 
‘メ V

、

ガ

ー

、
.
ゥ
：'
 

ィ)

，

ザI
、
：
，
一
及
び
1̂

テI
ム
レ
，
イ
グ
ェ
ィ' 
ク
Hi
者
こ 

於
け.
る
：價
値
價
格
論
の_
理
解
ビ
批
判
ヒk:
充
：
て
ら
'れ
V
M
名
タ.
立

論

の

倉

圖

は
-

H.
丨
ム
ン.
バ
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グ
ク
が_
.
ふ
や
ぅ
^
'

1£
統.
學

.派

は

そ

の

勞

働

僙

値

說

^
お

い

て

：
は

「

事

實

の'ス
キ

ラ

」

に

#

つ

て7̂
け

、

を

の

费
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學
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お
^
て
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二
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X
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四 
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論
管
見
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'

第
二
，鄹

-

.

.

:
:

塊
®

學
派
其
れ
自
體
fe
限
界
利
用.
說
：が_

雲
杧
循
環
論
现
か
ら.
逃
«

得
/2
が
€

ダ
が
を_

^

‘

「

限
界
：利
用
說
が
孤
&
經
—

て
：發

集

淬

れ
/2

が
•交
易
經
濟
哮
赛
い
^
^
眷

す

る

や

否

や

、
^
ば

耸

た

(

'交
易

緣

る
_

機

の̂
^

は
塊
國
學
派
饭
値
論
の
«

金
石.
で

あ

る

。

_又

事

實

上

>

限
界
利
用
說
^
»

す
る
批
判_
2:,
こ
の
|
|^
向

け

る

乙

ど

は
 ̂

'
も
容
&

で
あ
る
S
J 
f
°.

然

し

為
^

者
の
#

く

，：A'

.

せ

看

ず

：、

『

個
A
の
單
な
务
集
會
■ミ
し̂

絮ben

昏
8
貧

の

關

係
^
於

：て
：挪

痛

す

る

も

.
の

化 

問

題

妃
_
_

拟
'°
今

れ

、
：
，
限

：
界

刹

用

說

_

原
子
論
的
ぞ
稱
：せ
沿
れ
る
所
以
：で
あ
る
。：
素
-
^

諦
^

考

察

せ

條

件

め

键

：化

-:
2:

許_

乂
#

所
與
^

設
梵
^

を
前
提
ど
；す
.る

. °

.然
る
^

偾
値
論
は
個
人
，の
評
«

過

程

の

み

の

置

で

菜

充

分

：蕩

る

5

S

S

等

宏

意

證

於

I

s

蛋

難

®
I

f

 
i

s

■

あ
る
。

事
實
上
、
へ
限
界
利
用
說
は
孓
の
偾
格
現
象
の
本
質
的
把
搌
を
目
的
^

す
る
。
併
し
乍
ら
、
こ
の
說
は
社
會
的
價
格
現 

象
を
究
明
せ
ん
^

す

れ

ば

、
；
；：
結

局

き

論

理

上

の

過

程

^

於
て
わ
か
秦
_
偾
格
槪
念
を
豫
想
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な 

'

る
§

1

-&
>0
乙
の
故
狀
彼
多
野
敎
授
が
^
-1
彼
れ
等
の
全
理
論
は
循
環
論
记
陷
つ
で
ゐ
る
9:
而
じ
て
^

の
乙
-̂

は
、ハ
交 

.

湿
經
濟
代
為
け
石
偾
格
現
象
が
問
題
た
る
か
ぎ
々
' 

お
じ
て
，經
濟
學
R

為
い
て
は
之
れ
の
み
が
問
題
で
.あ
を
が 

!

他
人
の
欲
望
ミ
彼
れ
の
：消
費
財
^

の
關
聯
が
即
ち
限
界
利
用
が
、
；價
格
現
象
の『

終
«

』

で
も
欢
く
、
.坌
た
そ
の 

『

根
®

』

で
ち
な
い
こ
X
?:
立
證
す
る
^

の
：で
あ
るJ

(
： n
:

卷.
3
 q

ra
頁)

^
«

は
れ
”る
：0
ば 

正
し
い
。

の
異
說
が
#
す
る
。：

即
ち
あ
る
1
部
の
も
0'
は
"
潲
用
並
^
限
界
利
用
を
數
學
的
妃
計
量
し
得
、ヒ
謂
ふ
誤
れ
る
思
想 

を
甚
礎
ど
し
て
居
る
。
然
し
、
偾
値
構
成
の
正
し
さ
理
解
は
次

.
の
事
實
の
認
識
に
逋
く
も
の
で
あ
る
。
即
ち
種
々
な 

る
財
の
偾
値
ば
孤
立
的̂

併
存
す
る
％
の
で
な
く
、
且
つ
獨
立̂
各
々
別
々
^
形
成
せ
ら
る
、
も

0
で
^
な
い
。
一
 

つ
の
全
體
ど
し
て
構
成
せ
ら
れ
：？
全
體
？
し
"て
變
動
す
名
偾
値
體
系
の
大3
た
る
相
互
依
存
關
係
に
於
て
存
在
す
る 

も

：の

で

お

る

」

ハ5

九>
せ
謂
づ
て
居
る
の
は>
限
界
利
用
論
者
內
部̂

於
て
旣
^
、
游
離
的
槪
念
^
し
て
の
限
界
利 

用
說
が
支
持
し# :
な
く
な
つ
た
所
以
を
明1示
す
る
も
の
ビ
謂
へ
や
ぅ
。，

今
姑
く
前
記
ニ
卷
の
主
題
た
る
疋
統
學
派
：の
價
値
學
說
ど
燠
國
學
說
の
を
れ
ど
が
正
し
い
も
の

VJ

す
れ
ば
、
吾
 々

は
果
し
て
其
孰
れ?:
採
る
べ
き
で
：あ
る
か
？
乙
の
：問̂
對
す
るJC

V

の
解
答VJ

し
て
マ
ー
シ
ャ
グ
、
デ
ィ

I
ッ
ユ
ル

等
の
折
丧
論
が
あ..
る
。
波
多
野
敎
授
が
第
三
卷
^

折
丧
學
派
の
價
値
學
說
を
說
か
れ
'
た
：；る.
は
乙
の
意
味
，に
於
て
<
あ

ら

う
.0
-'
:.
 

-  

.

:

こ
の.
卷
^

於

て
;'
.->

「

デ

ィ

ー

ッ

ぷ

は

そ

の

方

法

論

に

於

て

利

用

學

派

s

全
紙
同
：|
の
立
場
に
立
：つ
も
：Q

で
あ
A

、J
M 

し
，て
备.
の
折
®

論

の

；
中

心

！

|
が「

費
用
減
念
め
主
觀
的
規
定.
^
あ
；る
^
:(

第
3

參
四
七
，|

八
'
¥

靖

ユ

結

論

气

：「

マ：

ァ 

f

ャ
^

の

努

カ

は

：
む

：
し

ろ

刹

用

；
學

說

：
の

：
支

配

妁

對

す

る

»

抗
^

そ
：の
目
標
が
遛
か
れ
、」

「

偾
値
及
び
偾
格
理
論
^
あ 

け
る.
生
：產.
の
契
機
の
童
要
锥
を
カ
說
す
る
點
^
於
そ
疋
統
學
派.

の
#

銃

が

彼

の

；
中
^

生

袅

て

居

る

」
(

第

：三

卷

1
1
1
,1

五.

■
1

六

の

論

斷
$

は

充

；分

注
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目
^

偾

す

：
る
：
。
ノ

併

(>
乍.
ら
-

搁
人
的
な
|
|:
»
を.
許
^

る
：、
な
ら
ば
、.

著
者
は
、
折
«
 

論

者
:̂
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な.
：漠
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性
0:
爲
め.
技

、
，
，
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記

.
ニ

卷
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か

極

言

：
：
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_
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お

る

が

、
：論

實
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論
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恐
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&<
:

樂

：途

彷

德Q 

:

笫~
午
五
卷
：
C
J;
五.)

經
濟
溫
論
管
見
，
 

0
&
.

-

S



.
.

,,
'
笫
ニ.
十
?£
卷

(

ニ
：六>  
ニ
經
濟
.懷
値
論
瞥
見

 

s - I

..
第」

'披

j  

|

六

ル
は
鈥
'の.
例

塞

て

養

の
'必
要
を
：說
い
：て

居

る

灣

は

彥

る
_

以
：外
め
：何
物
：で

暮

い

。I

、
そ

前

述
 

從
つ
て
マ
ナ
シ
ャ
ル
の
：部
分
均
衡
の
：理
論
は
そ
の
中
途
に
停
止
せ
票

i

s

m

^

i

s

i

r

s

S

0
m

s

i

0
0
£
,
z 
^
s
^
m
s
x
M

?

f

學
上
に
於
け
る
價
値
論
究
は
無
論
是
を
以
て
總
べ
て
を
難
し
た
も
の

.VJ'

は
謂
へ2

。

例
へ
4

價
直f

时
全
體
の
4
1 

I

張
す
る.
價

値

靈

用

論

、
.
前

記

の

平

衡

學

說

、
，
並

§

働
價
値
說
の
深
化
形
態£
:

て
の.
マ
グ
i

價
度
^
 

分
す
等
力.
擧
げ
ら
れ
る
。
此
等
價
値
論
の
解
說
並
に
批
判
が
前
記
三
卷
隻
猛
へ
ら
る
、
な
ら
ず
、
敎
受
の
ひ
官 

は
偾
値
論
化
關
す
る
無
類
の
大
著

w
な.
る
で
あ
ら
ぅ
。
 

•

す

.
ィ

.

.

.

:

'..

」

.

.

ン

ソ
:

®

.
s 

C 

0̂ 
WVÔ̂
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